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国内5団体による
WAZA（世界動物園水族館協会）・
JAZA（日本動物園水族館協会）への

働きかけに関する報告

2015年6月20日
緊急報告「マスコミが報道しなかったイルカ

問題の真実!!!」
1

要望を始めたきっかけ

• 2013年、環境省が突然「動植物園等公的機
能推進方策のあり方検討会」を立ち上げ。

–水族館も対象。

–立法は見送られたが、今後も検討は継続。

私たちの問題意識：
●動物園・水族館に公的機能がある？
●動物ショーを国は容認するのか？

ショーについては触れていない
WAZAの「世界動物園水族館戦略」…

（日本語版・JAZA発行）

日本動物園水族館協会（JAZA）の国への要望

・JAZA「動物園水族館法制定について（要望） 」

「水族館においても、イルカ類の飼育や、海洋生態系
の保全と資源活用に関する欧米と日本の考え方の相
違があります。背景には捕鯨問題に見られるように、
欧米豪中心の生態系保全、動物倫理や動物福祉の
思想や動物観があり、それが動物園界にも反映され

てきています。数年後には大きな問題に発展す
ることが予想されます。」（2012年５月）

2

JAZAは、わかっていた！

日本動物園水族館協会（JAZA）へ要望

• JAZA：国内152 の動物園、水族館が加盟。
34の園館がイルカを飼育。（現在）

• 2013年11月、JAZAが加盟するWAZAの倫
理規範などを根拠に、要望書を提出：

「追い込み猟で捕獲したイルカを購入しない
よう加盟水族館に通知し、指導を」

3

要望書連名団体：
• エルザ自然保護の会
• ヘルプアニマルズ
• ＰＥＡＣＥ
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世界動物園水族館協会（WAZA）

• JAZAも加盟する国際組織。

• 倫理・福祉規範：

–動物の由来は繁殖に限定されるよう努める。

–捕獲が野生個体群に影響を与えないこと。

–残酷で無選別な野生からの導入に反対する。

など。

• イルカ追い込み猟を非難：

– 2004年総会決議で反対を表明、2009年管理手
順、2010年捕獲の一般原則、など。

4

JAZAの回答はWAZAの倫理規範を無視

5

JAZA山本茂行会長（当時）からの回答

世界動物園水族館協会（WAZA）へ要望 ①

• 2013年11月、３団体で要望書を提出：

「追い込み猟からイルカを購入しないよう、
JAZAに対し至急措置を講じてほしい」

• 回答：「ＷＡＺＡはいかなる動物であっても残
酷な取り扱いを認めない。また、この方針を
固く守る」「イルカ追い込み猟については、日
本の文化の一部であるため、文化の違う
人々と生産的な討論を続ける」

6

要望書連名団体：
• エルザ自然保護の会
• ヘルプアニマルズ
• ＰＥＡＣＥ

世界動物園水族館協会（WAZA）へ要望 ②

• 2014年1月、回答に対し、再度公開質問書

（要望書）を提出。要望内容は変わらないが、
JAZA除名に言及。

• 海外の団体がオンライン署名開始。

この時期に、アルビノ捕獲⇒国際世論に火がつく！

• 2014年3月、エルザ自然保護の会がWAZA
へ陳情に出行き、日本での会談開催実現へ。

7

日本の賛同団体は168団体に！
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世界動物園水族館協会（WAZA）と会談 ①

8

• 2014年８月、スイス大使館にて、JAZAも交え
た会談が実現。

世界動物園水族館協会（WAZA）と会談 ②

• WAZAは、生体捕獲と食肉用のと殺が分離してい
ればOKとの見解を示した。←NGOは反論！

• 現状の生体捕獲を憂慮していること、話し合いを続
けることなどを、三者で合意。

• 9月からの具体的な変更点は明かされず。

• 当日、終了後にWAZAが実際の印象とは異なる内
容のリリースを公表。2年間の購入モラトリアム案な
ど、NGOに明かされなかった内容が判明。

9

参加団体：
• エルザ自然保護の会 ・海・人・イルカ
• ヘルプアニマルズ ・全国動物ネットワーク
• ＰＥＡＣＥ ※要望書には賛同団体170団体

JAZAとの意見交換 今年からのイルカ猟は？

• 2014年8月末 荒井新会長（鴨川シーワール

ド館長）と面談、今年からの生体捕獲の変更
点について説明を受ける。

※変更があるのはバンドウイルカのみだが…
– 9月中はＪＡＺＡ加盟館と太地町の３事業者のみ
が生体を購入でき、群れの残りはリリース。

– 10月以降、ＪＡＺＡ加盟館は大きな群れからは捕

らない。その残りは非加盟館も購入でき、さらに
残りはリリースされる。非加盟館のみであれば、
大きな群れから捕ってもよく、残りは食肉ＯＫ。

10

JAZAに再確認！＜回答書＞

11
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会長との話し合いでわかったこと

• WAZAとJAZAはコミュニケーションがとれて
いなかった。

• 2010年の合意事項についても認識が異なっ
ていた！
WAZAの認識：JAZAは９月中に、残りを放流
するイルカのみ購入する（10月以降はイルカ
を購入しない）
JAZAの認識：１０月以降はWAZAとの合意は
適用されない（10月以降従来通りとの認識）

12

WAZAの求めに応じてきたと言い難い…

新ルールに関する懸案事項

• バンドウイルカ以外のイルカに変更なし。
（大きな群れからとってよい、残りを食用にしてよい）

⇒ WAZAが認めていない点との説明

• 中国などへ輸出している事業者が優遇されて
いる。輸出への歯止めがない。

• 監視機関が「くじらの博物館」で、利害関係者。

• 罰則がない。

13

WAZAにも懸念事項を伝えたが……

WAZAがJAZAの会員資格停止！

14

• 昨年１１月のWAZA総会

• オーストラリアの団体による対WAZA訴訟

• 今年４月２２日に会員資格停止

日本でも過熱報道が！？

15

• ４月25日、 ５団体連名で見解をプレスリリース。
オルタナが報じてくれたが…

• ５月９日の読売（朝刊）、NHKの報道以降、一
斉に！

ありがたいけど
一部モヤモヤ…
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JAZAの決定と私たちの今後の要望

• ５月20日、投票によりWAZA残留を決定
（＝追い込み猟からイルカを入手しない）

16

１館も脱退せず、決定を守ってほしい
+

規定に罰則等を盛り込み明文化を
+

非加盟館と輸出の問題にも
取り組んでほしい


